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①地方が直面する人口減少問題

労働力（生産年齢人口）の大幅な減少

深刻な人口減少・少子高齢化
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[出典]社人研公表資料を基に作成
生産年齢人口指数
（2020=100）

岩手県の2050年予測値
・生産年齢人口は半分まで減少
・東京都や全国平均との格差が拡大
（全国の差） 約20ポイント
（東京都との差）約40ポイント

73.8

バス路線の減便・廃止

◎バス運転士の減少・高齢化

2020年 ⇒ 2023年

・40歳以下を中心に２割減少
・60歳以上の比率が４割

介護人材の不足

◎介護人材（需要）の不足数

2022年 2030年 2040年

0人 3,085人 5,987人

技術系職業従事者の不足

◎有効求人倍率の推移(各年３月)

2016年 2021年 2026年

2.66 3.24 2.98

社会課題例① 社会課題例② 社会課題例③

1.18 1.24 1.24

建設・採掘

生産工程
(製造業)

地方の生活と産業の基盤が衰退

100

あらゆる産業の担い手不足

◎基幹的農業従事者の減少

社会課題例④

◎建設業従業者の減少
48,061人(2021)

→ 38,570人(▲2割) (2024)

44,458人(2020)

→ 32,682人(▲2.6割) (2025)
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②物価高騰問題

イノベーションによる生産性向上が必要

消費者物価指数が急激に上昇

企業倒産件数も急激に上昇

▶ 輸入物価上昇、物流費・人件費の価格転嫁 等

▶ コロナ禍のゼロゼロ融資の返済開始、物価高・人手不足倒産

中東情勢の影響

▶ 中東情勢に係る岩手県内での影響調査
結果（63団体・企業聞き取り、４月24日時点）

・塩ビパイプ仕入れ値１～３割値上げ

・塗料仕入れ値２～５割値上げ

・住宅設備等調達困難による工事中断

・シンナー供給停止、オイル等供給制限

・手袋等医療資材の供給制限

・トレー等の値上げ通告、重油調達困難

＜価格の上昇や供給の減少＞
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[出典]消費者物価指数：「2020年基準消費者物価指数」（総務省統計局）

倒産件数：「全国企業倒産件数」（東京商工リサーチ）
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ＡＩ時代のチャンス

「強い地方経済」に向けた経営革新

地域の現場でＡＩ技術の社会実装

②場所に捉われない働き方への転換

ＡＩ技術の急速な発展 ▶ ビジネスや働き方を根本から変革

地理的条件などの制約を越えた、地方拠
 点のビジネスの展開

③現場重視の人材政策への転換

深刻な人手不足が進む分野への円滑な労働
移動の加速

①現場に適応したＡＩ技術の実装

▶ 岩手発のアートライフスタイ
ルブランド ㈱ヘラルボニー

▶ コロナ渦を契機に本店を岩手
に移転 ㈱エルテス

▶ 岩手発の新鮮な食材購入アプ
リの運営 ㈱雨風太陽

・予約状況に応じて効率的な配
車と最適な運行ルートを作成

[実証中①]

ＡＩオンデマンド交通の実証運行

（出典）九戸村地域公共交通計画（R6.6）

[実証中②]

牧場放牧監視業務のＡＩ実証

・放牧中の頭数確認などを画像
解析で実施
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カンヌライオンズ
国際クリエイティビティ

フェスティバル

ゴールド受賞 [出典]2040年の就業構造推計（改訂版）2026年3月
（経済産業省経済産業政策局）

【事務職】 437万人余剰

2040年職種間需給ミスマッチ

【現場人材】260万人不足
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首都圏社会増減

（転入超過数）

岩手県社会増減

（転出超過数）

岩手県の社会減と首都圏（１都３県）の社会増の推移

バブル景気
1986-1991

コロナ渦
2020-23
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⚫ 首都圏の人口は、岩手のような地方から人口を吸収し拡大してきた（地方の社会減と首都圏の社会増は連動）
⚫ 地方から首都圏への人口流出は一定ではなく、経済情勢によって地方回帰の時期もあった

⚫ 首都圏を上回る強い経済が地方で実現すれば、地方回帰は可能

（転出大）（転入大）

（転出大）

[出典]首都圏：「住民基本台帳住民移動報告」（総務省統計局）、岩手県：岩手県人口移動報告年報を基に作成

バブル
崩壊対策

世界金融
危機対策

景気拡張期
(通称いざなみ景気)

景気拡張期
(３本の矢)

地方創生2015～
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国への期待

⚫ 中東情勢への対応も含めた物価高騰対策と賃上げ支援（特にイノベーション支援）

⚫ ＡＸに関する企業風土と国民理解の醸成

⚫ 高等専門学校の強化など現業型人材の育成強化

⚫ 地方の経済成長率が首都圏を上回るための経済・財政政策の推進

岩手県のチャレンジ

①「岩手国際イノベーションコンベンション (IIC) 」
を岩手県で開催

スタートアップに関する国際会議

・シンガポールのベンチャーキャピタルである「インシグニア・

      ベンチャーズ・パートナーズ」と連携

・ＡＩを主要テーマとして取り上げる予定

国内・県内スタートアップの成長機会の創出

② ＡＸ時代の到来を踏まえた技術者育成の強化
職業能力開発施設の再編整備、新たな時代に対応したカリキュラムの見直し

地方の経済成長、東京一極集中の是正
５
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